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図 2　柵形埴輪の変遷（模式図）
（番号は表 1 に対応する。スケールは約 1/40）
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1. 池田古墳
①
②
０　　　　20cm
3．百足塚古墳
2．池田古墳柵形埴輪
４．百足塚古墳柵形埴輪
①
②
０　　　　20cm
５．秋津遺跡の方形区画
6．三ツ寺Ⅰ遺跡柵列
板塀
建物
建物
板塀
７．車駕之古址古墳囲形埴輪 ８．狼塚古墳　柵形埴輪配列
柵列
図１　柵形埴輪出土例と柵形埴輪・囲形埴輪のモデル
（山田 2015）
. 百足塚古墳
　　（樋渡 2015）
5. 秋津遺跡の方形区画（橿考研 2010 図 2）
6. 三ツ寺Ⅰ遺跡柵列（若狭 2004 図 17）
7. 車駕之古址 墳囲形埴輪（前田 1993 図 10） 8. 狼塚古墳　柵形埴輪配列（今尾 2003, 79）
図 1　柵形埴輪出土例と柵形埴輪・囲形埴輪のモデル（5、6 は筆者加筆）
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表 2−2　柵形埴輪の属性
遺跡名
出土場所
（配置場所）
数
資料
№
断面形 鋸歯数 突帯
スカシ形・位置 法量
形 長 短 長 短 高
9 長屋２号墳 墳丘斜面（?） 1 方 不明 不明 不明 ？ （5） 10 （11）
10 佐紀石塚山
古墳
北渡土堤 4～ 3 楕円 不明 2？ 円 2 （25） ？ （15）
4 楕円 不明 2？ 円 2 30 10 （23）
5 楕円 不明 2？ 円？ 2 29 17 （23）
6 楕円 不明 2？ 方 2 推34 16 （21）
11 櫛山古墳 周溝内
（堤状遺構）
11 1 楕円 8？ 3条 半円 2 37 20 47
2 楕円 8 3条 半円 2 37 20 48
3 楕円 8 3条 半円 2 35 18 （38）
4 楕円 8 3条 半円 2 31 12 （35）
5 楕円 不明 3条 半円 2 推32 19 （44）
6 楕円 不明 3条 半円 2 33 25 （45）
10 楕円 不明 3条 半円 2 推36 推18 推52
12 巣山古墳 出島状遺構 10 2 楕円 10？ 2列 円 1 43 16 33
1 楕円 1～ 2列 円 1 30 16 ？
18 楕円 12？ 2列 方 1 42 16 34
13 乙女山古墳 造出 2 A 楕円 不明 不明 円 1 32 12 （8）
B 楕円 不明 不明 ？ 32 13 （7）
14 築山古墳 張出部周辺 
（造出）
（3） 楕円 不明 2列 不明 小破片
15 宝塚１号墳 造出 6～ 226 楕円 不明 不明 不明 23 18 （8）
227 楕円 不明 1～ 不明 （26） 16 16
228 楕円 不明 不明 円 1 30 ？ （8）
229 楕円 不明 不明 円 1 32 17 （14）
230 楕円 8 2 円 1・2 28 17 28
231 楕円 10 0 円 1・2 32 22 （20）
16 高崎情報団地
16 号墳
周溝内
（造出）
（2） 楕円？ 不明 1～ 不明 ？ 小破片
17 公卿塚古墳 周溝内
（造出）
破片 楕円？ 不明 1～ 不明 ？ 小破片
18 野毛大塚
古墳
周溝内
（造出）
16～ 1 楕円 10 2列 円 1 33 26 41
2 楕円 8 2列 円 1 32 25 40
3 楕円 8 2列 円 1 37 28 40
4 楕円 10 2列 円 1 34 26 40
5 楕円 8 2列 円 1 34 27 38
6 楕円 8 2列 円 1 29 20 37
7 楕円 8 2列 円 1 30 20 推40
8 楕円 8 2列 円 1 32 23 39
9 楕円 10 2列 円 1 36 28 36
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表 2−1　柵形埴輪の属性
遺跡名
出土場所
（配置場所）
数
資料
№
断面形 鋸歯数 突帯
スカシ形・位置 法量
形 長 短 長 短 高
1 仙道古墳 周溝内（？） 5 6 円 8～9 2条 円 2 23 50
7 円 19～20 2条 円 2 23 （44）
8 円 11 2条 円 2 23 （54）
47 円 9～10 2条 円 2 26 （38）
（土橋？） 53 楕円 12 0 円 　 30 20 29
2 百足塚古墳 周堤外
（堤上？）
15 178 楕円 15（16） 2条 円 2 34 24 45
179 楕円 12（14） 2条 円 2 28 21 35
180 楕円 7（14） 2条 円 2 26 19 37
181 楕円 12（13） 2条 円 2 30 19 38
182 楕円 13（16） 2条 円 2 35 24 44
183 楕円 7（15） 2条 円 2 32 27 42
184 楕円 11（13） 2条 円 2 33 22 36
185 楕円 8（12） 2条 円 2 36 26 39
186 楕円 8（13） 2条 円 2 29 20 35
187 楕円 4（14） 2条 円 2 32 22 35
188 楕円 8（14） 2条 円 2 26 21 39
189 楕円 8（13） 3条 円 3 32 22 40
3 池田古墳 南造り出し 2～ 1054 楕円 10 2列 半円 1 32 15 29
4 今城塚古墳 内堤張出 24 9 方 8 2条 円 〇 42 ？ 42
10 方 10 2条 円 〇 47 ？ 42
11 方 16 2条 円 〇 42 ？ 37
12 方 10 2条 円 〇 ？ ？ 47
5 狼塚古墳 くびれ部 8 69 方 不明 0 円 〇 53 10 （31）
70 方 10 2帯・突 円 〇 43 10 44
71 方 不明 不明 円 〇 52 12 （23）
72 方 10 2帯・突 円 〇 50 8 45
73 方 14 2帯・突 円 〇 〇 44 10 推45
74 方 12 2帯？突 円 〇 43 10 43
75 方 10 2帯・突 円 〇 44 15 推42
76 方 不明 不明 不明 ？ 51 11 （17）
6 土師ノ里
埴輪館
埴輪棺
（鞍塚？）
4～ 82･84 方 10？ 1～帯・突 円 〇 46 ？ （20）
83 方 2以上 不明 不明 ？ （21） ？ （10）
93 方 2以上 1～帯・突 円 〇 45 ？ （13）
81･91 方 1以上 不明 不明 ？
7 鞍塚古墳
西方
不明
（鞍塚？）
2 A・A’ 方 1以上 3？帯 円 〇 （27） 推14 （26）
B 方 4以上 2？ 円 〇 （46） 推14 （25）
8 土師ノ里遺跡 撹乱（不明） 1？ 31 方 不明 2？帯・突 不明 ？ （12） ？ （19）
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表１　柵形埴輪出土遺跡一覧
№ 古墳・遺跡名 所在地 墳形・規模 主体部 年代
共伴埴輪
（円筒・朝顔以外）
埴輪以外の出土品 文献
1 仙道古墳
福岡県
筑前町
円墳
33m
横穴式
石室
6C 後 盾持
銅釧・耳環・棗玉・
ガラス小玉
平嶋・真鍋
2001
2 百足塚古墳
宮崎県児湯
郡新富町
前方後円
82m
横穴式
石室
6C 前
家・男・女・鳥・馬・
大刀・太鼓・盾持・
鹿・盾
須恵器、土師器 砺渡 2015
3 池田古墳
兵庫県
朝来市
前方後円
135m
不明 5C 初
因幡型円筒、壺、
水鳥、盾、家、囲
い、船、蓋
木樋、笠形木製品、
鉄斧、小型土製品、
小型土器
山田 2015
4 今城塚古墳
大阪府
高槻市
前方後円
190m
不 明・
家型石
棺？
6 Ｃ前
盾・武人・鷹匠・牛・
力士・鶏・水鳥・
巫女・家・門・獣
脚・大刀・器台形
ガラス玉・小札・
馬具・金属製品・
木製品・須恵器
高槻市
2004
5 狼塚古墳
大阪府
藤井寺市
円墳・造出
28m
不明 5C 中
家・盾・靫・鶏・
水鳥
不明 上田 2007
6
土師ノ里埴輪
棺
大阪府
藤井寺市
埴輪棺 ― 5 Ｃ中 ー 不明 小浜 1996
7 鞍塚古墳西方
大阪府
藤井寺市
不明 ― 5 Ｃ中 盾ほか ー
伊藤・林部
1984
8 土師ノ里遺跡
大阪府
藤井寺市
埴輪窯周辺？ ― 5 Ｃ中 不明
佐々木
2001b
9 長屋２号墳
大阪府
藤井寺市
方墳？
不明
不明 5C 中 盾・蓋 ･ 家ほか 不明
佐々木
2001b
10
佐紀石塚山古
墳
奈良県
奈良市
前方後円
218m
不 明・
石棺？
4C 後
家・蓋 勾玉・管玉 福尾 2007
11 櫛山古墳
奈良県
天理市
双方中円
150m
竪穴式
石室
4C 後 大型楕円筒・鰭付
円筒・家・蓋・盾
石釧・車輪石・鍬
形石・石製坩・合
子・槽・鏃
伊藤・豊岡
2001
12 巣山古墳
奈良県
葛城郡
前方後円
220m
竪穴式
石室
4C 末 囲い・家・盾 ･ 蓋・
水鳥
碧玉製鍬形石・車
輪石・石釧・管玉・
勾玉・刀子形模造
品・棗玉・銅釧・
木製舟
井上 2005
近つ博
2005
13 乙女山古墳
奈良県
北葛城郡
帆立貝 
130m
粘土槨 5C 前 家・蓋
滑石製模造品・銅
族・土師器
木下 1988
14 築山古墳
奈良県
大和高田市
前方後円
210m
不 明・
長持形
石棺？
4C 末
囲い・家 不明
清喜他
2000
15 宝塚１号墳
三重県
松阪市
前方後円
111m
不明 5 Ｃ初
壷・蓋・盾・家・
囲 ･ 船・靫・甲冑・
鳥・冠・高坏
不明
福田・松葉
2005
16
高崎情報団地
16 号墳
群馬県
高崎市
帆立貝
45m
不明
5C 後
～
6C 初
鶏 不明 長井 1997
17 公卿塚古墳
埼玉県
本庄市
円墳・造出付
65m
不明 5C 後
石製模造品・ガラ
ス玉・壷形土器
佐藤 1986
18 野毛大塚古墳
東京都
世田谷区
帆立貝
86m
粘土槨
他
5C 前 家・鶏・壷
甲冑・石製模造品・
櫛・勾玉・臼玉・
刀剣・鉄族・銅釧
寺田他
1999
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おわりに
　柵形埴輪も囲形埴輪も遮蔽施設を表現していることは周知のことであ
る。また、両者が囲う対象も異なるであろうことは早くから指摘されて
いた。そのような状況の中で、両者の特徴を兼ね備えた狼塚古墳の事例
によって、事態は一機に複雑化した。しかし、著者は断面が長方形の一
群も柵形埴輪の一例と考えるに至った。柵形埴輪は鋸歯状口縁をもち、
複数個体用いることによって特別な空間を遮蔽する施設を表現する埴輪
で、数ある埴輪の中で唯一の「組み合わせ埴輪」（註 3 ）と言える。今
後は導水の祭祀についても調査を進め、柵形埴輪の性格をより明確に
し、古墳上で行なわれた埴輪祭祀について考えて行きたい。
註
⑴青柳は 18 年前に「より広い範囲を囲む板塀・柵の表現」とする考えを示して
いる（青柳 1999）
⑵第二主体部出土の石製模造品の中に槽形が含まれていて、木樋と貯水施設を
表現していると思われる。柵形埴輪は第一主体に伴うものと考えられるほか、
第二主体部と同時期にくびれ部で高坏と火を用いた祭祀を行っている。
⑶森田は連結して堀としてその機能を現すものとして「組み合わせ式埴輪」の
用語を用いている（森田 2011）。しかし、本稿では柵形埴輪全体を指す。
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ものと考えたい。
　最後に、柵形埴輪の変遷を整理しておきたい。図 2 は各遺跡の埴輪の
特徴を模式化して年代順に並べたものである（破片の情報を組み合わせ
て復元したものもある）。柵形埴輪の最古例とされる 4 世紀後半の櫛山
古墳は複数の個体が横並びになっていたと想定される。それは鰭付きの
楕円筒であることから、隙間をふさぐ意図がもともとあったと推測され
るからである。4 世紀末の佐紀石塚山古墳例は突帯間に透孔が穿たれる。
一方、築山古墳、巣山古墳は近接する 2 条突帯の資料で、後者は出島状
遺構に一列に配置されていたと推定される。5 世紀代では池田古墳は造
り出しに配置されていた可能性が高いが配列は不明である。宝塚Ⅰ号墳
と乙女山古墳は造り出しに対になるように配置される。野毛大塚古墳は
造り出しを囲むような配列が復元されている。この時期の断面が長方形
の一群は、埴輪棺に転用されているものや小破片のものが多く、残念な
がら狼塚古墳以外の詳細は不明である。5 世紀後半には埼玉県公卿塚古
墳、群馬県高崎情報団地 16 号墳で確認されているが、いずれも小破片
のため詳細は不明である。両者とも造り出し出土と報告されている。6
世紀前半の資料は大阪府今城塚古墳および宮崎県百足塚古墳で見られ
る。今城塚古墳例は断面が長方形の個体を連結させて列状に配置する。
連結面には突帯を設けず口縁部の鋸歯も省略される。長辺部分には透孔
がなく、短辺側に透孔を穿つなど隙間なく並べて遮蔽する意図がみられ
る。百足塚古墳例は楕円筒を呈するが、長辺には透孔を穿たず短辺側に
のみ透孔を穿つ。また、短辺側を連結する形で一列に配列されていたと
考えられる。楕円筒ではあるが、今城塚古墳と同様の意図を読み取るこ
とができる。櫛山古墳を初源に近畿を中心に分布し、その後東西へ波及
していることは明らかであるが、埴輪から見た古墳間の関係は単純には
たどることが出来ない。池田古墳は古市古墳群と佐紀古墳群の影響を受
けているとされるが（山田 2015）、柵形埴輪を見た限り佐紀よりも馬見
古墳群の資料と類似する。野毛大塚古墳は古市古墳群とのかかわりが指
摘されているが、柵形埴輪の造形は巣山古墳や池田古墳に近い。また、
同じ馬見古墳群でも乙女山古例は送り出しに対で配置されていたが、楕
円筒の短辺に透孔を穿ち、長辺側に方形の切り込みがあり入口部を思わ
せる。この特徴は断面が長方形の一群および百足塚古墳などにみられる
もので、連結させて遮蔽・区画する意図を持ち合わせていることが伺え
る。
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場である。大阪府狼塚古墳でくびれ部から検出された断面が長方形の柵
形埴輪は、8 基を組みその中に木樋形土製品が置かれていた（図 1−8）。
くびれ部で検出されたことと、木樋形土製品を伴うことから、囲形埴輪
の機能を示した事例として注目された。この事例から柵形埴輪の中には
囲形埴輪の性格を持つものが存在すると考えられた。しかし、囲形埴輪
の中に作られる導水施設のほとんどは覆い屋を持つ建物である狼塚古墳
は柵形埴輪で囲まれた中に木樋形土製品が置かれていたが、石敷き上に
単体で置かれていたのである。この状況はむしろ三ッ寺Ⅰ遺跡にみられ
る屋外の導水施設の在り方に近く、導水の儀礼をおこなう場を囲む施設
を表現したと考えられるのである。
　また囲形埴輪には線刻で網代壁や板材を表現したと思われるものも存
在し、柵形埴輪にも線刻により材を立て並べている様子を表現している
と思われる資料も存在する。このことから、材を柱で固定する垣や塀と
呼ぶ方がふさわしい場合もあるかもしれない。しかし、材を隙間なく立
て並べる例は、城柵の材木塀にも見られる。材木塀は柵木（角材）をす
き間なくならべ長押や羽目板で固定した柵である（工藤 1988）。
　三ツ寺Ⅰ遺跡の場合、館の周りを囲う 3 重の柵列は杭を横木で連結し
たもの、柱と柱の間に板材をはめ込んだものなどそれぞれ異なる構造で
あると報告されている（若狭 2004）。確かに森田氏が提唱するように塀
のイメージに近いものも存在する。しかし、杭や柵木（角材）を用いて
も間隔を密にして隙間のない遮蔽施設を作り出すことは可能である。柵
木の組み合わせ方によって様々な形態の遮蔽施設が存在するのであり、
柵形埴輪はその柵木および柵木を用いた遮蔽施設を表現しているのでは
ないだろうか。導水施設と関係が深いとされる囲形埴輪は柵形埴輪と共
伴し、4 世紀末の巣山古墳でも出土している。しかし、当古墳では導水
施設そのものを表す遺物は出土していない。5 世紀初頭の池田古墳では
囲形埴輪と共に木樋が出土している。残念ながら残存状況が悪く両者の
関係は確認できない。同じく 5 世紀初頭の宝塚 1 号墳では囲形埴輪と共
に木樋・導水・湧水形埴輪が出土している。5 世紀前半の野毛大塚古墳
では囲形埴輪は検出されていない。5 世紀中ごろの狼塚古墳以後、導水
施設および囲形埴輪と柵形埴輪が共伴することはない。このような状況
から導水の祭祀そのものも 5 世紀後半には衰退したと考えられる。しか
し、柵形埴輪は 5 世紀後半以降も作られているのである。以上のことか
ら、表１に示した資料は柵形埴輪として囲形埴輪とは意味合いの異なる
― 123 ―（6）
筒系の系譜と異なり本来の柵形埴輪に属さないものとした。さらに 6 世
紀代に入ると今城塚古墳例のように本来の外部からの遮断の意識が薄れ
区画を表徴することを目的として新たな記号性を具備したと見る。柵形
埴輪の本義は辟邪効果を出すためのシンボルとして三角突起を持つこと
で、配置場所は限定され、配置場所を遮蔽することとし、柵形埴輪の出
現は楕円筒埴輪の延長としてとらえるべきとした。さらに名称について
は柵形埴輪の名称がすべての事例に共有するとは考えられないと疑問を
呈した。そして柵形埴輪は置かれた場所やその置き方によって意味が異
なる記号性を持つ抽象的埴輪であることを強調した。
３．柵形埴輪の役割について
　柵形埴輪が、遮蔽施設を写したものであるとすることは大方の意見と
推察する。ただし、何を遮蔽する施設かまたその形状については研究者
間でやや解釈が異なっていると言える。出土状況で確認した通り、柵形
埴輪の中でも断面が長方形の一群は出土地域も限定され、形態上の類似
性も強い。この一群は森田によって囲形埴輪の一形態として塀形埴輪と
することが提唱されたことは先にも述べた。そのきっかけとなったの
が、奈良県御所市秋津遺跡の方形区画の発見であったとされる。
　秋津遺跡で 2009 年に実施された発掘調査により古墳時代前期の方形
区画施設が 3 件発見された。いずれも二本の柱穴に挟まれた溝が方形に
巡る構造で、溝にはたて板を並べていたと考えられている。さらに方
形区画の一つは内部に目隠し塀を伴う掘立柱建物が存在し入口部が逆 L
字構造に、また一つは平面形が長方形で短辺側に入口部が設けられ、中
には掘立柱建物が 1 棟存在していた（橿原考古学研究所 2010）。この二
本柱と横木で板などの壁材を挟み込むように固定された囲いの形態は和
歌山県車駕之古址古墳出土の囲形埴輪（図 1−7）を彷彿とさせる。ま
たその構造は、平面が長方形で平入・鉤の手形の出入り口・家形埴輪な
どの建物を伴う囲形埴輪と類似する。実際に建物を囲む施設が存在し、
そのような施設が隣接して一か所に複数存在したことを示している。囲
形埴輪が造形したのはこの方形区画であると言える。一方、柵形埴輪が
造形しているのは、群馬県三ツ寺Ⅰ遺跡で確認されたような複数の施設
を含む空間を囲む柵列と言えるのではないか。柵列が囲む空間とは、豪
族居館内の屋外で行われた導水祭祀場や複数の建物などからなる特別な
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に所在する祭場の遮蔽施設（忌垣などの結界施設）」（青柳 1999）とした。
群馬県三ツ寺Ⅰ遺跡で館の周囲で検出された柵列を示したとする考えも
示されている（青柳 2003）。一方、今尾は内部に木樋形土製品が置かれ
たことが確実な事例を「導水施設埴輪」と呼び、水を用いた儀礼に「湧
水」と「導水」のまつりが存在することを明らかにした上でそれぞれの
祭の方法・用具が異なる可能性を指摘した。そして口縁部に三角突起を
巡らす楕円筒埴輪を「柵形埴輪」として、まつりの ｢場｣ を区画する役
割を持つ囲形埴輪とは異なる性格を持つとした（今尾 2003）。
　森田は柵形埴輪を「口縁を鋸歯状に成形することを基本形」とし、平
面形から「楕円形・円形・長方形」の三種に分かれるとした。その他、
突帯条数とその構成で分類を行った。結果、前期末に大和で鰭付楕円筒
で 3 条突帯の櫛山古墳から 2 条突帯のものと 2 条の突帯が近接して貼り
付けられるタイプに分かれ前者が西方へ、後者が東方へ伝播し、九州で
はさらに円筒のものや突帯を貼り付けない亜種が発生したとした。ま
た、長方類型は畿内地域のみに見られる形態で、小口部に突帯を回さな
いことから密接して連接できる点を特徴とすることを指摘し、組み合わ
せ式の囲形埴輪と位置付けた。その形態と楕円筒の機能を継承したもの
が今城塚古墳の柵形埴輪であるとした（森田 2006）。その後、柵形埴輪
の分類と系統の見直しを行い、櫛山古墳を嚆矢とする「まばらに単立さ
せる楕円筒ないし円筒形」の柵形埴輪と、囲う機能を持つ囲形埴輪と「長
方形の柵形埴輪」を連結させてその機能を表現したものを合わせて塀形
埴輪とした。塀形埴輪は出入口を設けていることを要件とし、従来の囲
形埴輪を「一体成形された囲い形埴輪」をとらえ塀形埴輪Ⅰ類に「組み
合わせて使う長方形の柵形埴輪」を塀形埴輪Ⅱ類とした。さらに出入口
が平入りか鉤の手の位置かで細分した。またこの塀形埴輪を神社に見ら
れる瑞垣などの塀を表現しているとしたのである。狼塚古墳や今城塚古
墳の事例は連結して初めて塀としての機能を現すものとして「組み合わ
せ式埴輪」の側面を持つとした（森田 2011）。
　河内は三角突起を持つ埴輪を集成し、突帯条数・形態、透孔の位置、
平面形をもとに分類し系譜意義について論じた（河内 2004）。さらに出
土場所と出土状況を配列型・囲繞型・配置型に整理した。櫛山古墳の鰭
付柵形埴輪は正面観を意識した遮蔽性の目的が伺え、周溝堤上やブリッ
ジ上の配列型は同様の意図を持つものとした。狼塚古墳の資料は当初か
ら導水施設を記号化したもので、5 世紀中頃に突如として出現し、楕円
― 125 ―（4）
がある。断面長方形の埴輪は短辺の突帯を省略しているため、より密着
度（閉塞性）を高める意図が見られる。
　鋸歯の数は 8 から 20 までとばらつきが多く 1 古墳内で統一されてい
るのは櫛山古墳のみと言える。鋸歯は高さと付け根の幅の割合から見て
①二等辺三角形に近いもの、②正三角形に近いもの、③不整形の三角と
に分かれる。このうち正三角形のものは大型のものと小型のものに分か
れる。
　法量は、最も高さのある資料は仙道古墳資料で、次に櫛山古墳資料で
ある。最小は宝塚古墳の資料№ 230 となるが、おおむね 36cm ～ 43cm
の間に収まることが解かる。断面楕円形の幅は長径が 28cm ～ 43cm で
短辺は 10㎝～ 25㎝といずれもばらつきが大きい。断面長方形の幅は長
辺 42㎝～ 52㎝、短辺が 8㎝～ 14.5㎝であった。長辺のサイズで比較する
と、断面楕円形の最大のものが断面長方形の最小のものとほぼ同寸であ
ることを見ても断面長方形の資料が全体に大型である。
　線刻については、突帯を表現したもの（宝塚１号墳例）、突帯上面の
模様（鞍塚西方出土資料、土師の里遺跡出土例）、壁面の文様（土師の
里埴輪棺、鞍塚西方出土資料）、鋸歯谷部から底部に向かって垂下する
直線（巣山古墳、狼塚古墳、土師の里埴輪棺、鞍塚西方出土資料）があ
る。文様は綾杉文、鋸歯文、円形文である。中でも注目されるのは鋸歯
谷部から垂下する直線で、縦長の板を横に並べた際の板の境目を表現し
ている可能性がある。
　結果、柵形埴輪として普遍的な属性は①鋸歯状口縁②複数個体で用い
る。の 2 点であった。なお、断面が長方形の資料は異なる遺跡の出土品
でも形態的な共通点が多い。
２．研究状況
　柵形埴輪は鋸歯状口縁、近接した 2 条突帯などから、山形突起と 2 条
突帯がある囲形埴輪の 1 形態として論じられた。囲形埴輪の分類を行っ
た青柳は、山形突起の有無で 2 大別し、平面形態・入り口場所・突帯な
どの属性をもとに分類しそれぞれ板塀・柵・垣根を表現したものと具体
的なモデルを示した。本稿で柵形埴輪としている櫛山古墳や野毛大塚古
墳例は垣根より広いを囲む板塀・柵を表現しているとし、囲形埴輪の機
能について「導水施設や堅魚木をのせた祭殿などの集落や居館の縁辺部
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　百足塚古墳も池田古墳の資料も楕円筒で鋸歯状口縁であるが、突帯
の貼り付け方・透孔に違いが見られた。この 2 古墳の資料を含め改めて
出土状況を見ると、出土古墳は関東以西に限られる。近畿で 12 例と最
も数が多く、他は東海で 1 例、関東で 3 例、九州で 2 例となる（表１）。
出土時期は、奈良県天理市櫛山古墳が４世紀後半で最古例となり、最も
新しい例は福岡県朝倉郡三輪町の仙道古墳で６世紀後半とされる。全体
では５世紀代の事例が最も多い。
　形態的特徴は、断面が楕円もしくは円形と長方形を呈するものに分類
される。前者は、突帯が 2 条、3 条、無いものがある。2 条の場合は近
接しているものと間隔をあけて貼り付けられるものに分かれる。断面
が円形のものは、現時点で福岡県仙道古墳の 1 例であるが、間隔のあく
2 条突帯で 2 段目に一対の透孔を穿つ。突帯の無い資料（宝塚 1 号墳№
231）は 1 点で、鋸歯状口縁の下方に 1 周する線刻が施されている。突
帯に代わる意味があるのかもしれない。透孔は円・半円・方・隅丸三角
形のものがあり、長辺の中央に一対穿たれる例がもっとも多い。宝塚１
号墳の資料 No.230 は突帯間に小孔が穿たれる。
　断面が長方形を呈する資料は、胴部長辺に透孔がなく短辺に一対円形
の透孔が穿たれる。短辺側の口縁部には鋸歯を施さず、突帯も省略され
る。長辺に張り付けられる突帯は幅広で高さのない帯状のものと、2 条
突帯がある。2 条突帯には間隔をあけて張り付けられるものと近接して
いるものがある。帯状突帯上面には 3 ～ 5 個の方形突起を持つ例が多い。
また、透孔以外に胴部に切り込みを入れたものとして狼塚古墳例、今城
塚古墳例を挙げることができる。狼塚古墳例は形状・位置から入り口部
を表現した可能性が高い。今城塚古墳例は 2 段目の短辺よりに片側のみ
穿孔されていることから窓状の施設を表現した可能性がある。
　配置場所は推定も含め、出島状遺構（巣山古墳）、造り出し（池田古墳、
乙女山古墳、宝塚１号墳、野毛大塚古墳、高崎情報団地 16 号墳、公卿
塚古墳、築山古墳）、堤（櫛山古墳、今城塚古墳、百足塚古墳）、土橋・
陸橋（石塚山古墳、仙道古墳）・くびれ部（狼塚古墳）と様々であるが、
現状では墳丘に設置された明確な例は確認されていない。また、配置場
所にかかわらず複数個体用いられる点で共通している。
　配列状況は、一列（櫛山古墳・巣山古墳・百足塚古墳・今城塚古墳）、
囲む（野毛大塚古墳・狼塚古墳）、対に配置（乙女山古墳・宝塚 1 号墳）
する例がある。いずれも埴輪同士の間隔が空くものと密に配置される例
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り、その外方には周堤を区画するための外周溝が確認されている。西側
周溝および周堤の外側から大量の形象埴輪が出土していて、特に周堤か
ら後円部にのびる土橋周辺から前方部にむけた範囲に集中する。それら
は西側の周堤上に樹立していたものが転落したとされている。形象埴輪
は柵形埴輪の他、人物（男・女・盾持ち）・家・器財（甲冑形・盾・大
刀・太鼓）・動物（鳥・犬・猪・鹿・馬）が確認されている。図化され
た個体は 12 点であるが、破片資料から推定個体数は 14 点とされている。
断面は楕円形で、口縁部は鋸歯状を呈し、鋸歯の数は 12 ～ 16 個である。
器高・鋸歯の幅・高さ、間隔はバラツキがあり規格性は見られない。突
帯は底部から 2cm ほどの位置と鋸歯直下に２条貼り付けられる。1 点の
み（図 1−4 ②）胴部中央にも突帯をつけられていて 3 条となっている。
前者は 2 段目に後者は 3 段目の短辺側に透孔が一対開けられている。検
出場所から本来の配置を復元すると外堤上の墳丘よりに人物埴輪や家形
埴輪などの形象埴輪が配置されていてその外側に直線的に配置された可
能性が高いとされる。
　【兵庫県池田古墳】（図 1−1・2）全長 135m の前方後円墳でくびれ部
の南北両側に造り出し、前方部の両側に渡土堤を持つ。柵形埴輪は両造
り出し、前方部と造り出し間に存在する区画溝、南側前方部一段目斜面・
渡土堤・周濠において検出されている。前方部斜面も南造り出しに近い
ことから、南側で検出されているものは本来造り出し上に配置されてい
たとされている。南造り出しの平面形は長方形を呈するが、北造り出し
は方形で石敷や土製供物などの導水祭祀にかかわる遺物が検出されてい
るなどの違いが指摘されている。全体像がわかる資料は 1 点（図 1−2 ①）
である。断面は楕円形を呈し、口縁部を切り込んで 10 個の鋸歯として
いる。口縁部直下に近接した 2 条の突帯を貼り付けており、底部の長辺
ほぼ中央に隅丸三角形の透孔を 1 対穿孔する。破片の量からみて複数個
体存在していたことは間違いがなく、透孔が円形を呈するものがあり（図
1−2 ②）、数としては円形透孔のものが多い可能性も伺える。また、円
形透孔の資料は、長辺中央に口縁部の鋸歯が来る配置になることから、
12 個の鋸歯になる可能性がある。
　囲形埴輪の可能性が高い破片も南造り出しおよび区画溝から出土して
いる。円筒埴輪・朝顔形埴輪のほか形象埴輪は、水鳥形埴輪が南造り出
しから、船形埴輪、家形埴輪、壺形埴輪が出土している。
（２）柵形埴輪の特徴（表 2−1・2）
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はじめに
　柵形埴輪は、東京都野毛大塚古墳出土の鋸歯状口縁で近接した突帯を
持つ楕円筒埴輪（図 2−16）に用いた名称（寺田他 1999）で、その後徐々
にではあるが類例に対しても用いられるようになった。筆者は以前、柵
形埴輪の研究状況を整理した上で集成を行い属性の分析から柵形埴輪の
特徴と役割について論じた（小泉 2013）。その時点で出土例は全国で 17
例ほどであった。それから 4 年の間に兵庫県朝来市池田古墳出土例が加
わったのみで、資料数は増えてはいないものの、古墳時代の研究が進む
ことによって柵形埴輪の解釈を見直す動きが出てきた。例えば大阪府今
城塚古墳の調査にあたった森田は、畿内中心に確認されている箱型で口
縁部に鋸歯を持つ一群は囲形埴輪と同様の機能を持つものとして、両者
を合わせて塀形埴輪とすることを提唱した（森田 2011）。従来の研究で
は、箱形の柵形埴輪は囲形埴輪の系譜をひくとされていながらも、あく
までも異なる埴輪と考えられていたものを、機能面で同様の意味を持つ
としたのである。
　本稿ではこのような状況を踏まえ、再度柵形埴輪の役割を明らかにす
ることを目的とする。近年報告書が刊行された百足塚古墳と池田古墳の
資料を紹介し、柵形埴輪の特徴を整理した上で柵形の定義や役割・意味
するものについて検討する。
１．柵形埴輪の特徴について
（１）柵形埴輪の事例
　筆者が集成を行った（小泉 2013）以後報告書が刊行された宮崎県百
足塚古墳例と兵庫県池田古墳例を紹介し、改めて柵形埴輪の特徴を明ら
かにする。なお古墳の概要については表１に示した。
　【宮崎県百足塚古墳】（図 1−3・4）墳長 82m の前方後円墳古墳で後円
部を真北に向け周囲には盾形周溝が巡る。さらにその周囲に周堤が巡
柵形埴輪の解釈をめぐって
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